
3章  発掘調査

31 概 要

発掘調査を行なうにあたって、妻籠宿本陳跡地発掘調査団を組織 し、調査を担当するこ

ととした。

発掘調査は、約 2週間の予定で 7月 25日 から始め、 8月 9日 に調査を終えた。妻籠宿全

体の精度の高い1/500地図や本陣絵図と、今回の調査地 との相関関係を正 しく知るために

国土座標上の測量基準点を設けることとした。測量基準点の設置を (株 )共同測量社に依

頼 して、調査に先立つ 7月 19日 に行なった。

本陣跡地は、現在公園となっていて、敷地は上 。下の二段 となっている。「御料局妻籠

出張所新築出来姿図」 (挿図 3)に よれば、もともとは段差がな く、東にいくに従って高

くなる、ゆるい傾斜地であった。発掘調査は、巾 2mで東西に長 く調査区を設けた。東西

に長い発掘区としたのは、東西に傾斜のあった旧地表の様子を知るためである。

本陣跡地上段の西隅にある基準 点́をNoマ とし、この地区の測量原フ点とする。本陣跡地の

上段 をA区、下段 をB区 とし、A区・ B区に3m間 隔の方限をつ くり3m四 方の小地区を設

定する。南北を数字、東西をアルファベ /ヽ卜 で表示 し小地区の南西隅の交点を小地区の呼

称 とする。

基準点No lは 本陣跡地のほぼ中央にあるので、ここを50ラ インと設定 した。A区の西端

にあり、ここをEラ インと定め、すなわち AE50と し、同時に基準点No lを B区の東端 と

考えてTラ インとして基準点No lを BT50と 設定して小地区割 りをおこなった。

(2)基 準点No lは 、国上方眼座標第ⅥH座標系で、

X=-46,902.088 Y=-81,682260で あり、標高は、H=42542mである。

4 調査区と地区割 り

5 本陣跡現況



32調 査 日誌

7月 25日  国上方限方位に発掘区を設定す

るために、午前中測量を行ない、発掘区を設

定する。上段 をA区、下段 をB区 とする。年

後人力による発掘作業を開始 し、まず B区の

発掘区を掘 り始める。 B区では表土をとると、

灰黄褐上が薄 くあり、これをとると地山と思

われる黄褐砂質土 となる。 A区 では試掘を行

なう。発掘面積はA区は発掘区64 11aZで 、B区

は発掘区24∬である。

26日  B区 を掘 り下げる。BL区の西

端の上城は、営林署庁舎撒去のときに掘った

もので新 しい。A区 は試掘の結果、表上が厚

いので重機で下げることとし、一 日中重機で

表土をとる。A区 は表土をとると、全体に灰

黒色の砂質上で黒褐土と名付け、一見すると

新 しそうで40cm位 の堆積である。その下は、

淡い肌色の地山と見られる土層がある。

27日  A区発掘区を整形し、黒褐上を

下げる。

28日  A区・ B区 ともに遺構検出を進

める。 B区 ではほぼ遺構検出を終了する。昭

和 8年に取壊 した営林署庁舎のコンクリー ト

基礎が現われる。その他は新 しそうな土壌ば

か り。

29日  A区では、中央部のAH区で検

出した石列以外にはほとんど遺構がないので、

一たん写真様影を行ない、実測して一段下げ

ることとする。検出した石列が本陣絵図の束

を限る施設にあたるのではないか という期待

がかかる。 A区につづいてB区 も掃除して写

真撮影を行なう。

30日  一 日中A区 とB区の実淑1を 行な

う。BM区の中央土城から陶器片と「寛永通

賓」が出上 した。近年 と考えられる土娠より

は古いものの、陶器片の年代観から明治時代

以降の土媛 と判断する。

31日  A区西端から下げ始める。小穴・

溝を検出する。この遺構面が明治時代か江戸

時代か不明である。 AK、 AL区 より東を午

後に実測する。

8月 1日  一段下げたA区 を全面i青掃 し、

年前中写真撮影を行なう。AH区の石列の東

西では上の質がことなり、屋内・屋外の差 と

考える。この石列の南を検出するために、A

H区の南に発掘区を 2つ設定する。

2日  終 日A区の実測を行なう。南の

発掘区に重機を入れ表土をとる。この日妻籠

宿保存審議会が開催され、大田、小寺、川村

の三先生が発掘現場を見学する。

3日  南発掘区の遺構検出を行ない、

B区の発掘区では西半分を精査する。 B区の

発掘区で検出した中央土城の東側に石垣があ

る。遺構の性格は不明である。

4日  南発掘区は表土をとるとす ぐ地

山面でA区の東西発掘区よりも浅 く遺構検出

を終了し、年後清掃 し写真撮影を行なう。近

くにある10mほ どの電柱に登って全景写真を

とる。

5日  南発掘区の実測を行なう。

6日  A区、B区で精査を行ない、A

区・B区の壁面上層の作図を行なう。

7日  南発掘区の遺構の実測を行ない、

土層図を作図する。調査終了記念の写真撮影

をする。

8日  作業休み

9日  砂入れを行なって遺構を養生し、

埋め戻す。井上氏から出土 した土器について

所見を聞 く。報告書についての打ち合わせを

行なう。

12日  埋め戻しを終え、調査を完了す

る◇

7
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33 遺 構

発掘区の現況は運動広場で、広場造成時に平担にしていた。A区の層序は表土、黒褐色

上で、黒褐色土上面で遺構検出を行なった。表土は東半分では浅 く、南半分では厚い。黒

褐色土は上層下層 とは明確にできなかったが、出土遺物か ら上下三層 と分けることも可能

である。その場合下層は室町時代 と考えられる。南発掘区とB区は表土を取ると地山であ

り、この面で遺構検出した。

検出した遺構は石列、小穴、濤、土墳であり建物などにまとまる遺構はない。

A tt AH50区 の石列 SX01と 、その南に石列1に 関連すると考える小礎石があるが

建物 としてまとまるか どうか決定的ではない。石列は東側で面を揃えている。この石ア1を

境にして東 と西では堆積上の状況が異なる。東では、黒褐色の砂質上であるのに対 して、

西では黒褐色の粘土質の土でよくしまっている。この石列を境 として東が屋外で西が屋内

であることを示唆する。この石列付近からは14世紀 。15世紀の時代に属する土器片が多く

出土し、この付近に集中する。石列 SX01は 14・ 15世紀の遺構の可能性が高い。

AF50か らAH50に かけては小穴が点在し、そのうちのいくつかは並び、建物か/1BIであ

る。時期は石列 S H01と 同じ14・ 15世紀と考えられる。

A区の発掘区のうち AK50区か ら東一帯に大小の石が散在する。庭石などとは考えにく

く、地山に堆積 した石群か、あるいは山崩れなどで押 し出されたものであろう。 A150区
の土娠は営林署官合撤去の際に掘削したもので新 しい。

B tt B区 の遺構面は黄褐色上の地山と、赤紫色の粘土質の地山の面である。 B区の

中央西よりに径100cmほ ど、深さ70cmの 上獲 S K05が ある。この土娠からは「聖宗元賓」1

点と「寛永通費」 4点の銭貨が出土している。また明治時代の陶磁器が出土 しているので、

明治時代に掘削されたものであろう。土媛の東側には石を4段高さ80cmほ どに積んだ石垣

SX06がある。土墳 SX05の北辺にも小穴 S K08が あるけれども性格は不明である。この穴

か ら「永楽通賓」1点 と銭文不明の銭貨 1点が出土 している。B区西端には濤 S D07が ある。

B区中央には営林署庁合の鉄筋コンクリー ト基礎が残存 し発掘区外に伸びるので、撤去

しなかった。 B L50の 上獲は首林署庁合撤去の際に掘削したもので新しい。

南区 A区 の南に設定 した二つの小発掘区では新 しい濤や土狐があるものの、江戸時

代以前 と考えられる遺構はない。 AH49区や AG47区にある斜行する濤 S D02、 S D041よ 、

埋土から出土するのは明治時代のものが一番古 く、明治時代以降に掘削された濤である。

従って本陣に関連する滞でなく、御料局庁合か営林署官合に関係するものである。 AH48
区の浅い土娠 S K03は 、掘削したものではな く整地の際の凹みが埋まったものであろう。

AH50区の石列 SX01南は50ラ インを越えて南05mほ どで途切れる。石列が途切れるあ

たりから南は、遺構検出面が30cmほ ど高 くなり南発掘区はA区より地山面が高いことにな

る。

(3 検出した遺構には、下記に従って記号で表示する。

SB 建物、SA 棚、SK 土城、SD 濤、SX 性格不明の遺構
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SD02

A区 。南区

8 発掘遺構 図

土層図層位

1表土

2表土

3黄褐土

4灰黒土

5黒褐上、暗褐土

6地 山
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34  遺 物

a 土器 。陶磁器・ 瓦

l A区 出上の土器 。陶磁器・瓦 (1)南北濤 S Do9か ら瀬戸窯産の天 目茶椀・灰釉平椀

灰釉小皿と、常滑窯産の甕、土師器椀、瓦のいずれも小破片が出土 した。

天目茶椀 (1)は 腰部の小破片で黒釉を施す。15世紀のものである。灰釉平椀 (2)は 縁

部が届折 して立ち上がる形態で、内外面に淡責緑色の灰釉を施す。15世紀後半のものであ

る。灰釉小皿 (3)は 口縁部のみに淡緑色の灰釉 を施す小皿で、15世紀後半のものである。

常滑甕 (4)は 胴部で、焼き締め状態は良 くない。土師器椀 (5)イよ腰部で、内側面が黒灰

色に燻され、外側面はヘラ削 り整形である。瓦 (6)は 表面を銀灰色に燻す。

(2)AG50土 墳 (黒褐色土層)か ら縄文時代土器片と美濃窯産山皿片と鉄釉壺片が出土し

た。

紀文時代土器 (21)は摩耗が著しい小破片である。山皿 (20)は 細砂を含む灰白色胎土の

の無釉小皿片で、小lTh状 のものである。13世紀後半のものである。鉄釉壷 (19)は 通称茶壺

と呼ばれる鉄釉四耳壺の胴部破片でロクロ整形である。胎土は灰色の細土で、表面は鉄釉

を刷毛塗 りし、一部責白濁がある。17世紀前半のものである。

(3)東西濤 S D04か ら陶器・磁器・鉄片が出土した。陶器には鉄釉小皿 (11)、 鉄釉土瓶の

取手 (10)、 青釉壺片 (7,8)、 御深井釉陶片 (12,13,14)、 自釉陶片 (9)、 鉄釉植木鉢 (18)があ

り、磁器には染付茶椀片 (17)、 青磁釉茶椀片(16)がある。いずれも19世紀前半のものである。

(4)AH50南 小穴出土遺物は次のとお りである。瓦 (24,25,26)は 表面が銀灰色に燻され

桟瓦片である。無釉陶 (27)は 円筒形の口縁部の小破片である。二片に折れた鉄片があり、

折れ口は一辺 4 mmの 四角形で中心に直径 2 mmの 中空がある。

(5)A150焼 土穴から瀬戸窯産の灰釉花瓶 と灰釉柄付片口片が出土 した。灰釉花瓶 (22)

は口縁部の半分 と脚部を欠いてお り、灰釉が責色を呈する焼成不十分のものである。復元

推定高さは約10cmで ある。13世紀後半から14世紀初めものである。灰釉柄付片口(23)は 口

縁部が外折れして受け田部を持つ片回の小破片と推定され、淡緑色の安定 した灰釉 を施 し

ている。14世紀後半のものである。

(6)AH50黄 褐砂層から瀬戸窯産の鉄釉瓶子片・鉄釉壺片、常滑窯産の甕片、美濃 (中津

川)窯産の山茶椀片・片口鉢片、祗石が出土 した。

鉄釉瓶子 (29)は瓶子の底部で、黒釉 を施す。14世紀のものである。鉄釉重 (30)は 頸部で、

内外面に茶褐色釉を刷毛塗 りする。簑 (31)は 肩部で、断面内部が黒灰色に、内外表面寄 り

が暗褐色 となる層状を呈する焼き上が りである。山茶椀 (32,33)は 明和 1窯期と大畑大洞

4窯期の無釉椀片で、14世紀前半期のものである。片口鉢 (34,35)は 口緑端部に内外面の

ロクロ撫でによる凹線が入るもので、高台がつ く。14世紀前半期のものである。

(7)A区調査区の全域を覆っている黒褐色土層か らは縄文土器か ら近現代の陶磁器までの

遺物が出土 した。時代別・産地別に分類 し、そのtll要 を述べる。

但)遺物のうしろに続く番号は、図版の遺物番号に対応する。
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a組文時代の遺物 紀文土器 (3638)は A tt Fか らJの50区 、 AH48区か ら 5 cmに 満た

ない小破片が出上 した。いずれも摩耗が著しく、表面の糸屯文等の文様が不明瞭のものであ

る。胎土はいずれも自色の砂粒が混る。打製石斧 (49・ 50)は二点とも半折 した石斧である。

b鎌倉・室町時代の遺物 瀬戸窯産は、天 目茶椀・茶入・灰釉合子・鉄釉梧鉢・灰釉瓶

子・灰釉盤・灰釉平盤・灰釉おろし皿 。鉄釉土鍋(土瓶 )・ 灰釉尊式花瓶・灰釉燭台 。陶九

の各破片が出土 した。天目茶椀 (51,52,56,57)は いずれも口縁あるいは胴部で、黒褐釉を施

す。14世紀末～15世紀前半のものである。茶入 (53)は 口径の大きい大海茶入と呼ぶ器形の

もので、外面 と頸部内面に黒褐 と茶褐の釉が斑文状に呈色 している。15世紀前半期のもの

である。灰釉合子 (55)は 胴部で、表面の灰釉に火災禍が認められる。14世紀のものである。鉄

釉悟鉢 (54・ 71)は 口縁部が内恨」に折 り返されて突起状 となる形のもので、内外面に薄い鉄

釉 を施す。15世紀後半期のものである。灰釉瓶子 (60)に は直腰型のもの (60)と 根来型 と

呼ぶ締め腰の瓶子の口縁部がある。14世紀と15世紀のものである。灰釉盤 (58,59,61,62,

67,68)は 口縁部を外折させて縁帯状にめ ぐらす もので、縁帯幅が狭いもの (59・ 61)と 広

いもの (58・ 62・ 67・ 68)の二種類がある。前者は13世紀末～14世紀初め、後者は14世紀末～

15世紀前半期のものである。灰釉平椀 (69)は 口縁部が天目茶椀に見られるような立ち上が

りの形に似ている。15世紀後半期のものである。灰釉おろし皿 (72)は 国縁部が内側に折 り

返す突起状 となる形のもので、口縁部のみに施釉 している。15世紀後半期のものである。

鉄釉土鍋 (上瓶 )(73)は 薄い鉄釉 を施す糸切 り痕跡がのこる底部である。内耳鍋か土瓶 と

推定され、15世紀後半期のものである。灰釉専式花瓶 (70)は 中空の脚部で、15世紀前半期

のものである。灰釉燭台(65)は燭台中位の受け皿部で、15世紀前半期のものである。陶丸

(66)は 直径のややいびつの球形で、半欠していて、表面は摩耗痕が認められる。14世紀の

ものである。

常滑窯製品の甕があり、二時期に分かれる。74・ 75は 口縁部の断面が N字状に形成され

た初期のもので13世紀前半期のもの、76・ 77は 口縁部の折 り返された縁帯の幅が広 く頸部

に重ねるもので自濁 した自然釉がかかる。15世紀後半～1611セ 紀前半期のものである。

美濃 (中 津川)窯製品は甕・山茶椀・片口鉢が出土した。甕 (78)は 胴部の破片で灰白色

の素地に黒色の細かい班点が出ている。14世紀のものである。山茶椀 (7985)に は明和 1

窯期から大畑大洞 4窯期 。大洞東 1窯期の三時期がある。片口鉢 (8688)は 口緑端部に凹線

が巡るもので、14世紀前半期のものである。石鍋 (89)は滑石製のもので、腰部の湾曲す

る破片である。内面は表面が滑らかに仕上げが施されているが、外面は横方向の粗い削 り

跡が残存 している。羽口 (90)は 溶炉の羽口端部で、内側は赤褐色に、外表面は端部を除

いて黒褐色で光 沢がある。土師器皿 (91・ 92)は 接合する 1個体の破片で、手捏ねによる成

形であり、内面を滑らかに撫でているが、外面は指痕状の凹凸が頸著である。

C室町後期から安土桃山時代の遺物 美濃天 目茶椀(94)は 口縁部で、大窯焼成品と考えら

れる。形態か ら大窯 V期の16世紀末頃のものである。中国天目茶椀 (95)は休部の細長い小破

片である。胎土は黒灰色を呈する細上で焼成状態は良 く、内外面に黒釉 を施す。内面には



使用痕がある。15世紀のものである。土師器鍋 (96)は IIl筒 形の体部で平底 となる器形の内

耳鍋で、15世紀後半～16世紀前半期のものである。

d江戸時代以降の遺物 美濃御深井釉招絵皿 (98)は御深井釉が自濁 しているため型紙招

絵文様が不鮮明である。底部高台部 と内底面は露胎のままで、炭素が付着 している。17世紀

後半～18世紀前半期のものである。美濃鉄釉花瓶 (97)は 口縁部 と脚台部を欠失 しているが、

頸部に S字形の双耳が付き、鉄釉の上に数箇所に長石釉 を散 らす ものである。18世紀後半

期のものである。美濃鉄釉灯明受皿(99)は 内十員‖面の中位に突帯状の隆帯が付 く皿で、通例

は隆帯の一箇所に半円形の切 り込みがある。19世紀前半期のものである。美濃橋鉢 (100)

は内側面に幅広い櫛 目によるおろし目が入り、内外面に薄い鉄釉 を施す。18世紀のもので

ある。美濃鉄釉瓦 (101■ 02)は平瓦の残欠片で、粘土板の表面をヘラ撫で整形 し、か どを

面取る。屋根葺きの際に重る部分を露胎でのこし、上面のみに黒褐色釉 を施す。

eそ の他の上器・陶磁器類 御深井釉 と鉄釉及び緑釉 とを警卜け分ける茶椀 (103・ 104)や鉄

釉製品 (105,106・ 115)、 主鍋 (107・ 108)、 無釉の大甕片 (110)、 薄い作 りの藻がけ急須片と考

えられるもの (1■ )、 鳥形型造 り品 (113)、 燻 し瓦片 (114・ 132)な どがあり、18世紀末～19

世紀のものである。また、土菅片 (131)な どが近現代のものもある。

染付磁器類は茶椀・皿・鉢などの器形のもので、松葉文 (116)、 菊文招絵 (117・ 118)な

どがある。19世紀前半期のもの((109。 120125)か ら明治時代以降の磁器類 (117119、 1261

30)、 さらに現代の化粧容器 (127)や石膏型灰皿 (128)ま で存在する。

(8)表 土層・表採 表土層出上の遺物はその下層の黒褐土層出土遺物 と年代・産地 とも

同様の状況を示す。表土層及び表採遺物の代表的遺物について年代別に述べ る。

a鎌倉・室町時代の遺物 瀬戸天目茶椀 (133■34)は 口縁部がゆるく曲がるように立ち

上がる器形の破片である。15世紀後半期のものである。瀬戸灰釉平椀|(135)は 口縁部が曲

が りながら立ち上がる器形のもので、全体的に器高が低 く浅い。15世紀後半期のものであ

る。瀬戸灰釉小皿 (136・ 137)は 日縁部の内イ員1面 のみ灰釉 を施す小皿である。同器種 として

は末すり|の もので、1511士 紀後半期である。美濃 (中 津川)山茶椀 (138142)は 高台が聯面三

角形のしっか りしたもの、口縁が未調整のもの、浅い平椀型になったものなどがある。明

和 1,大畑大洞 4。 大洞東 1の各窯期の14世紀のものである。美濃 (中津川)簑 (143)は

灰自色の焼き締め良好のもので、中津川市内の窯のものと考えられる。常滑甕 (145)は 口縁

部の折 り返す縁帯が剖落 した小破片で、15世紀後半期のものである。中国青磁蓮弁文椀 (

144)は 外側面に荻1線蓮弁文を施す もので、明代 (15世紀)の ものである。

b室町後期から安土桃山時代の遺物 美濃天目茶椀 (146)は 口縁部の小破片であるが大窯

製品と考えられ、大窯 V期の16世紀末期のものである。美濃鉄釉皿 (147)は 折縁皿の底部

片と考えられ、大窯 V期の16世紀末期のものである。美濃鉄釉招f/A(148・ 149)は 内外面に

薄い鉄釉 を施す小破片で、大窯製品と考えられる。

C江戸時代以降の遺物 瀬戸白釉鉢 (150)は 黄白色の胎土に自色気味の透明性の釉 を施

す。19世紀後半期のものである。瀬戸鉄釉蓋 (151)は 土瓶・水注の蓋 と推定され、口頸部
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に落 し込む形式のもので、 上面のみに施釉 している。 19世紀前半期のものである。 陶器

(152153)は 円柱状の湾曲をもつ陶片で外表面には薄い鉄釉 を施す。鉄釉瓦 (154156)は 桟

瓦の破片と推定され、鉄釉 を上面 と裏面周辺部のみに施す。染付磁器類には刻線竜文を描

くもの (157)、 招絵文様のもの (161■62)な どがあり、近現代のものと考えられる。

2 B区 出上の上器・陶磁器・瓦 (1)S K05か ら出土 した遺物には美濃窯産の大窯製品

(志野)を 除 くと、江戸時代後期の瀬戸窯産の陶磁器で占められ、一部茄子川焼の製品が

出土 した。美濃志野皿 (163)は 全体の1/4程の破片で、高台内底面及び内面底部に重ね焼

きの円錐 ピン跡が認め られる。大窯 V期の16世期末頃のものである。瀬戸緑釉押印文瓶掛

(164・ 165)は 同一個体 と考えられる破片が 2点あ り、口縁端部が欠失 したままの使用が考

えられる。肩部には編 目五角形 と宝珠形の押印文を 1列づつ施 し、また耳状の型抜き獅子

面を付ける。19世紀後半期のものである。瀬戸灰釉鉢 (166)は 口縁端部を外折れさせた捏

鉢 とも考えられ、19世紀前半期のものである。瀬戸灰釉土鍋 (167■ 68。 171)は行平 とも考

えられる直接火にかけるもので、 底部には炭素が付着 している。 19世紀前半期のもので

ある。 鉄釉土瓶 (170)は 表面に細かい櫛 目文 を施す通称糸目土瓶 と呼ぶ器種で、 19世紀

前半期のものである。色絵茶椀 (169)は 責自色の陶質素地の透明釉に色絵付けしている。

色絵は崇」落 しているが、黄 。緑色が認められる。18世紀末～19世紀前半期のものである。

染付茶椀 (172～ 179,182・ 183)は 小破片のため染付文様のない破片も存在するが、ほとんど

染付文様を有する茶椀 と考えられる。腰部が九い形や、円筒状の器形 となるもの (182)が

ある。紅皿 (180)は 外側面が型造 りの放射状の隆起文 となる小皿で、紅皿 としての使用が

考えられている。19世紀前半期のものである。染付皿 (188)は 底部高台内に蛇の目状の露

胎部 を残す もので、山水文様を描 く。19世紀前半期のものである。染付徳利 (189)は ロク

ロ挽きにより薄作 りし、帆掛け船図を描 く。19世紀前半期のものである。茄子川焼相馬風

茶椀 (184187)は鉄分を含む海鼠釉をかけ、陶質素地に細かい班点を浮き出させたもので、

銹絵馬文 を施す。19世紀中頃のもので相馬焼きに類似 した製品で人気を博 した。

(2)SK08か ら出上 した遺物には、瀬戸窯産の片口鉢や灰釉平椀、美濃(中津川)窯産

の片口鉢のほか、瓦片、銅滓 (198)、 羽口片が出土 した。瀬戸片口鉢 (191)は 口縁端部を外

折させて鍔状にめ ぐらせ る器形のもので通例一箇所に片口を設ける無釉の大平鉢である。

14世紀後半期のものである。灰釉平椀 (190)は 底部が糸切 りのままの高台がない平椀で14

世紀のものである。美濃 (中津川)片 口鉢 (192・ 193)は 無釉の大平鉢で、口縁部一箇所に片

口を設ける。14世紀前半期のものである。瓦片 (194197)は 表裏 ともに灰黒色に燻 した桟

瓦である。

(3)B N50赤褐土層から、美濃窯産の鉄釉招鉢 と瓦片が出土した。鉄釉招鉢 (201)は 口

縁部に折 り返された縁帯が付 くもので、大窯製品と考えられる。16世紀のものである。瓦

片 (203)は 表裏を黒灰色に燻 した桟瓦片である。

(4)B M50黄褐土層か ら瀬戸窯産灰釉四耳こ と美濃 (中津川)窯産山茶椀、瀬戸美濃窯

産灰釉皿、鉄釉土瓶、青磁椀片、染付磁器が出上した。瀬戸灰釈四耳壺 (204)は 肩部の耳



の基部を含む陶片であり、内外面に白濁まじりの灰釉を施す。15世紀後半期のものである。

美濃 (中津川)山茶椀 (205)は 焼成時に変形 しているが、大洞東 1期の14世紀末頃のもの

である。中国青磁蓮弁椀 (206)は 小破片に縦 2本の亥1線があり、蓮弁刻線の一部分であろう。

144と 同類品と考えられ、明代 (15世紀)の ものである。瀬戸美濃灰釉皿 (207)は 口縁部が外

反する全面施釉の小皿で、大窯 I期 の16世紀初期のものである。鉄釉土瓶 (208)|よ 表面に

細かい櫛 目文を施す糸目文 と呼ぶ器種のものである。19世紀前半期のものである。染付茶

椀 (209・ 210)は 外側に染付文様を描 く茶椀で、19世紀前半期のものである。急須 (211)は

薄 くロクロ挽き成形 したと推定され、表面には藻がけによる火欅 を施す。

b銭 貨

銭貨は11点出上 している。北宋銭 4点 、明銭 1点 、寛永通賓 5点、銭文不明 1点 である。

銭貨の出土は11点中 9点が B区で、とくに 8点がBM区に集中する。発掘面積の広狭を考

えれば、この地点での銭貨の出上が著しい。

北宋銭は「元豊通費」、「元祐通費」、「聖宗元賢」「□□元費」の 4点 で力)る 。このう

ち「元聖通費」は万治二年(1659)か ら貞享二年 (1685)ま での25年間長崎で鋳造 し外国貿易

に使用 していた傍鋳銭中にもある。今回出土 した「元雪通費」は、この傍鋳銭 とは異なる。

鋳文全体は不明だが、「□□元賓」 と判読できる銭貨が 1点 ある。「元費」がつ く銭文は宋

銭に分く、書体から見て宋銭 と判断した。明銭 1点 は「永楽通賓」で、書体は天正頃の傍

鋳銭 とも似るが、直径か らみて中国銭であろう。「寛永通賓」のうち「萬延深川首四銭」に

は鉄製 と銅製がある。本例は銅製である。「寛永通費」の通称 と鋳造年は『東亜銭志』によ

る。

出土銭貨 リス ト

北宗銭  1元 聟通費 (察書)神 宗・元豊元年(1078)初鋳

2元祐通費 (祭書)哲 宗・元祐元年(1086)初鋳

3聖宗元賓 (祭書)徽 宗・建中靖国元年(1101)初鋳

4□□元費

明銭   5永 楽通費     永楽六年 (1408)、 八年 (1410)、 九年(1411)の 諸説がある。

寛永通費 6寛文江戸亀井戸銭 寛文八年(1668)鋳 造

7元禄京七條銭   元禄四年(1691)鋳 造

8享保江戸十萬坪銭 享保十一年(1726)～ 同十七年(1732)鋳 造

9元文江戸十萬坪銭 元文元年(1736)～ 同五年(1740)鋳 造

10萬延深川首四銭  萬延元年(1860)鋳 造

-1ゴー
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c 石 鏃

AE、 AG、 AHの 50区 で各 1点 、 計 3点の石鏃 を発見した。 いずれも黒褐色土中であ

る。

l AE 50区出上の石鏃は黒色、均質で良質な黒曜石製である。形状は、なかご (中 茎 )

の付いた有柄鉄の破片である。矢柄に扶みこまれるなかごと、両側に突きだすかえりを含

む部分、すなわち、有柄鏃の基部にあたり、横方向一直線に折れている。残 り部分が少な

いため、全体の形状、また作 りの技イ雨を十分には評価できない。

鏃の形状で、重要な機能的な役 目の一つであるかえり部の作 りは、小さな三角形状のな

かご (長 さ 4.5mm)の作 りだしにも関連 して、その部分の縁を表裏 とも、やや深 く系Jぎ凹

めていることから、強調され、鋭 く突きでている (一方のかえりは僅かに尖端が欠けてい

る)。 また、両かえり部に僅かに残る側辺の方向か らみて、両かえり間を底辺 (幅 14mm)と

した、ほぼ正三角形状の体部を持っていたと予想される。全長20mmに 満たないもので、折

れ面にみる厚さは 3 mmの小形の作品である。加工は押圧争J離によるものだが、かえりから

なかごにかけての部分であるだけに、剰離の足は短 く急傾斜である。しか し、折れに近い

部分の状況か ら判断すると、体部の崇1離は奥まで達 していたものとみられる。表裏の加工

バランスは多少 くずれ、一方に偏った断面 D字状になっている。平 らな方の面の崇J離の末

端は折れて段 をつ くる。その一つが、次に 1)と 明する折れに関連 して重要である。

折れ面の風化の状況は、石鉄 をつ くり、使った時代の状況を示 しているとみて間違いな

い。すなわち、矢尻 として使用しているときに、折れたものと考えてよい。折れを起した

力の直接の要因は明らかではないが、折れの始 りは、先に触れた崇J離面の末端部 とその周

辺を起点とし、体部の加工面に対 して直に始まる。末端は反対の面の側のなかごに向い、

端部がぶつか りあって小さな子」離を起 し、同時に割れの一つは傷 となって内部に残 ってい

る。両かえり部を残す左右バランスのとれたこの姿は、たいへん稀な状況のように思われ

る。折れ面の末端部の止まり具合、また弱いはずのかえり部の残 り具合か らみて、矢柄の

なかに固定され、保護されていたことによるものと考えられる。こうした折れた石鉄など

の状況を観察記録 した幸R告がほとんどな く、比較参考できる例はない。

2 AG 50区出上の石鉄は石英質安山岩製である。風化、磨減が加わっているものの、こ

の種の石材の特
′
1生 である光沢と、滑らかさをもつ有柄鉄である。大きさは、両かえりを結

んだ線 (約 16mm)を 底辺 とした長 さ22mm、 なかごを含めて全長30mmほ ど、厚さ 4 mm、 重 さ

130gの作品である。良好な作品であ り、作者の技価 も確かである。

ほぼ全体の形を留めるが、一方のかえりと、なかごの末端部が欠けている。とくに新 し

い傷跡をもたないし、風化状況がほぼ一様であることから、二つの欠けは石鉄 を作 り使っ

た時代のものとみてよい。かえり部の欠けは、その頂角の二等分線上で、端部から25～ 3

mmほ ど入った位置にあ り、体部の加工面にたいして直な力が加わっている。この力の状況

は、石鏃づ くりの経過のなかでは考えられない。一方、なかごの折れ面は複雑で、小さな

割れ面が組み合ってできている。その状況を判読することは困難である。
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10 石鏃実測図

両側辺は、休部の表裏面の調整に関連 した象1離の力点の凹みが間隔的に配置されるため、

細かな凹凸状の出入りをつ くる。完全に残る一方の縁でみると、先端に近い凹みが、加工

の状況を乱 していて (先に述べたかえりの折れに近い姿)問題はあるが、24mmに 渡る縁は

両端 を含めて 8ヵ 所を認める。やや粗いが、その制離の末端は中軸線上の飼部分まで達 し

ているし、部分的には、さらに細か く、細長い粂Jざ とり面が並んでいる。 しか し、縁の凹

凸は、いわゆる鋸歯状系」離ではない。両面への加工の状況はバランスも良 く、レンズ状の

断面 となり、縁は鋭い。かえりとなかごの境は、残されている部分の状況でみるかぎり、

表裏 とも大きく崇Jい だ一面で構成され、力点がやや深 く袂っていて、明瞭である。

3 AG50区 出土の石鏃は石英質安山岩製の、ほぼ完全な無柄鉄である。外見は表面がや

や 白っぽ く、風化によるのか、石灰質状のものが付着 しているかは、明らかでない。目立

たないが、先端部に新 しい欠け跡があり、その新鮮な肌から 2の作品と同種の岩石である

ことを物語る。底辺 (17mm)がやや内側に凹み、全長24mmで ある。両側辺は先端に寄る、

縁の約1/3あ たりで張 り出して、角 を作っている。そのため、全体は五角形状で将棋の駒

形をしている。厚さは 3 mmで 、幅の害1り に薄身である。重さは1.20gあ る。

全体の作 りをながめてみると、凹んだ底辺は、一方の面から大きく3面 を剖 ざとって作

るため、それに連れて縁は片寄っている。また、左右のかえりも薄身に加工されていると

はいえ、平面形は丸味をもっていて、鋭さを感じさせない。両辺の基部側の2/3の辺は、

同じように主として 3面で構成されるが、表裏の加工状況はバランスも良 く、薄 く鋭 く、

僅かに内反りの弧を作っている①細かな加工を加えて整形しているのは、尖頭部に続く二

辺である。全体的にやや大き目の崇1離ではあるが、中央の錆まで達し、薄 く鋭い縁を保つ

ているのは、加工者の技価の優秀さを示しているといえよう。

◇

これら 3´ミの石鏃は、組文時代の後半期の遺物 と思われる。三作品とも丁寧に加工され、

機能的な作品である。利用 している素材については、黒曜石の最 も近い産地が本県和田峠

であり、二例の石英質安山岩は、岐阜県下呂周辺に産出し石器づ くりに夕用 している、一

般に下呂石 と呼ぶ安山岩に最 も良 く似ている。成分分折によって産地を確かめることので

きる石材であり、本来はその手続きを経て記載すべきものであることを、付記してお く。

◇

-16-




